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研究成果の概要（和文）：本研究では複数の国における複数の報道機関による紛争報道を分析・比較し、紛争が
報道されるか・されないかの要因を解明し、その共通点についても明らかにした。予想通り、その報道機関が所
属する国家にとっての国益・政治的利益が共通する要因であった。しかし、その国益・政治的利益がどのように
報道で反映されるのかは国・事例によって異なっていた。また、先行研究がさかんな外国の国家（紛争の有無を
問わず）が報道の対象となるかどうかの要因である自国との貿易量や国の規模（死者数）などは紛争報道におい
ては相関関係がないことが判明した。紛争の規模も報道量とは相関関係はなかった。越境する報道機関同士での
影響も確認できた。

研究成果の概要（英文）：This research project analysed and compared the coverage of conflict in 
several countries, making findings regarding the factors behind which conflicts are covered and 
which are not, as well as common factors linking the media organizations in those countries. It 
found, as expected, that national/political interest of the ‘home’ country is a key factor linking
 the cases, but there were considerable variations in how this was manifested in each case. It found
 that factors identified with the coverage of countries in general, such as trade levels and the 
prominence of the country in question were not significant factors linked to the coverage. Nor was 
the scale of the conflict measured by its death toll. Finally, the study identified cases of 
cross-border intermedia agenda-setting.

研究分野：国際政治学、メディア学　
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研究成果の学術的意義や社会的意義
多くの武力紛争がほとんど報道の対象になっていない中、どの紛争がどのようなきっかけ・要因で報道されるよ
うになるのか、そしてなぜ多くの紛争に対して報道しないことを決断するのか。本研究ではこの問題を解明する
ことにした。学術的意義としては、ある紛争、国、現象が報道の対象となる要因は十分に解明されていないから
である。メディア学のみならず、アジェンダ・セッティング、またはアジェンダ・ビルディングの分野に貢献で
きる研究となる。社会的意義としては、報道されない紛争は人道支援や和平に向けた外交努力の対象になりにく
い。紛争とその被害をとめるためにも報道の重要な役割がある。



様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）共通）

１．研究開始当初の背景の背景背景
　メディア・アジェンダ・ビルディング(メディア議題構築)の背景研究とは、メディアにおいて、どの背景ようにして問題(イシュー)
が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングになり、そしてその背景優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングされるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング問う学問分野である。アジェンダ・セッティングである。アジェンダ・セッティングアジェンダ・セッティング(議題設定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング)
の背景研究に比べ、研究が十分に行われていない分野である。べ、研究が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング十分に行われていない分野である。われていない分野である。アジェンダ・セッティングである。アジェンダ・セッティングBryan D が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング２０１０年の研究の背景研究 Towards Conceptual 
Consistency in Studies of Agenda-Building Processes”, Review of Communication 10(4), 306-23 でそ
の背景概念及び先行研究をまとめている。び先行研究をまとめている。先行われていない分野である。研究を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングまとめている。アジェンダ・セッティング
　紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をはアジェンダ・セッティングの背景研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をている。アジェンダ・セッティング例えばアメリカ政府による軍事介入をえばアメリカ政府による軍事介入をアメリカ政府による軍事介入を政府による軍事介入をによる軍事介入をを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング
めぐり、メディアが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング政策決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング者の影響を受けるとする「指標付け」の背景影響を受けるとする「指標付け」を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング受けるとする「指標付け」けるとする「指標付け」指標付け」け」(indexing)の背景実証研究は複数発表されている。また、されている。アジェンダ・セッティングまた、
軍事介入を決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングの背景際、メディアが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング逆に政策決定者に影響を与えるとする「に政策決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング者の影響を受けるとする「指標付け」に影響を受けるとする「指標付け」を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング与えるとする「えるとする「指標付け」CNN 効果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を」も注目を集めてきた。「指標付け」注目を集めてきた。「指標付け」を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング集めてきた。「指標付け」めてきた。アジェンダ・セッティング「指標付け」指標付け」け」
の背景研究では、政策決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング者の影響を受けるとする「指標付け」からの背景影響を受けるとする「指標付け」で、ある紛争が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングになるかどうかが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング決まるというの背景が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング前提にあるが、これだにあるが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、これだ
けでは紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をの背景内容の説明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がの背景説明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングつかず、アジェンダ・ビルディングを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がい、その背景背景にあるさまざま要因も探る必要がも注目を集めてきた。「指標付け」探る必要がる必要が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング
ある。アジェンダ・セッティング
　国際報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を全般に関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がに関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がするアジェンダ・ビルディングの背景研究はいくつか発表されている。また、されている。アジェンダ・セッティング例えばアメリカ政府による軍事介入をえばアメリカ政府による軍事介入を特定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングの背景出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を来事・事件がが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング
取り上げられる要因を解明した げられる要因も探る必要がを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング解明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がした Galtung と Ruge ( 1965)の背景研究(‘The Structure ofThe Structure of　Foreign News’, Journal 
of Peace Research 2(1), 64-91)は有名だが、だが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、4 つの背景ケーススタディだけで成り立っており、発表された っており、発表されている。また、された 1965 年の研究か
ら国際政治も世界のメディア環境も大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因も注目を集めてきた。「指標付け」世界のメディア環境も大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因の背景メディア環境も大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因も注目を集めてきた。「指標付け」大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因わっている。アジェンダ・セッティングまた、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因に着目を集めてきた。「指標付け」し、外国の背景国々がメディアに注目される要因が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングメディアに注目を集めてきた。「指標付け」される要因も探る必要が
を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング解明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がしようとした研究も注目を集めてきた。「指標付け」発表されている。また、されている。アジェンダ・セッティングWu(2000)の背景研究(‘The Structure ofSystemic Determinants of International News 
Coverage’, Journal of Communication 50(2), 110-30)はその背景代表されている。また、的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化なも注目を集めてきた。「指標付け」の背景であり、貿易量、民族・歴史・文化
的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化なつなが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングりなどが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング理由として挙げられている。しかし、武力紛争は複雑な社会現象であり、そのほとんどはひとつのとして挙げられている。しかし、武力紛争は複雑な社会現象であり、そのほとんどはひとつのげられている。アジェンダ・セッティングしかし、武力紛争は複雑な社会現象であり、そのほとんどはひとつのな社会現象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングであり、その背景ほとんどはひとつの背景
国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因の背景中だけで収まるものではほとんどない。事件や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があだけで収まるものではほとんどない。事件や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があまるも注目を集めてきた。「指標付け」の背景ではほとんどない。アジェンダ・セッティング事件がや国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があ国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があなる側面を持っており、個別に分析する必要があを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング持っており、個別に分析する必要があっており、個別に分析する必要があに分析する必要があする必要が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングあ
る。アジェンダ・セッティングしかし、紛争が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングメディアに注目を集めてきた。「指標付け」される要因も探る必要がを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がらかにした包括的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化な研究はない。アジェンダ・セッティング研究代表されている。また、者の影響を受けるとする「指標付け」の背景ヴァージル・ホーキン
スは著書 Stealth Conflicts: How the World’s Worst Violence Is Ignored(Ashgate, 2008)において、なぜ特特
定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングの背景紛争が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング「指標付け」無視されるのか」についての大まかなモデルを抽出した。しかしこの研究は、政策決定者、メディア、世論されるの背景か」についての背景大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因まかなモデルを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング抽出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をした。アジェンダ・セッティングしかしこの背景研究は、政策決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング者の影響を受けるとする「指標付け」、メディア、世論
が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング影響を受けるとする「指標付け」しあう側面を持っており、個別に分析する必要があを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング中だけで収まるものではほとんどない。事件や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があ心としたアジェンダ・セッティング研究にとどまっている。メディアにおけるアジェンダ構築を中心としたアジェンダ・セッティング研究にとどまっている。アジェンダ・セッティングメディアにおけるアジェンダ構築を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング中だけで収まるものではほとんどない。事件や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があ心としたアジェンダ・セッティング研究にとどまっている。メディアにおけるアジェンダ構築を中心
に解明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がする研究を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング行われていない分野である。う必要が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングあるために、本研究を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング申請することとした。することとした。アジェンダ・セッティング

２．研究の背景目を集めてきた。「指標付け」的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化
　本研究の背景目を集めてきた。「指標付け」的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化は、武力紛争が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングメディアに注目を集めてきた。「指標付け」または無視されるのか」についての大まかなモデルを抽出した。しかしこの研究は、政策決定者、メディア、世論される要因も探る必要が及び先行研究をまとめている。び先行研究をまとめている。過程を明らかにすることである。メディア・を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がらかにすることである。アジェンダ・セッティングメディア・
アジェンダ・ビルディング(メディア議題構築)の背景分析する必要があを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング通じて行われていない分野である。う。アジェンダ・セッティンググローバル化が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング進む中、奇異なことに、世界に関すむ中、奇異なことに、世界に関す中だけで収まるものではほとんどない。事件や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があ、奇異なる側面を持っており、個別に分析する必要があなことに、世界のメディア環境も大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因に関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がす
る情報の背景グローバル化はさほど進む中、奇異なことに、世界に関すんでいない。アジェンダ・セッティング理論上げられる要因を解明した 、世界のメディア環境も大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因中だけで収まるものではほとんどない。事件や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があからの背景情報への背景アクセスは史上げられる要因を解明した 最大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因ではあるが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、実際
にはメディアによって報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をされる国際ニュースは増えていない。日本のマスコミの場合、国際報道は報道全体の えていない。アジェンダ・セッティング日本の背景マスコミの場合、国際報道は報道全体の の背景場合、国際報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をは報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を全体の の背景 10%
以下のままとなっている。その中で限られた国際報道に含まれている紛争報道もまた、懸念すべき傾向が見受けられの背景ままとなっている。アジェンダ・セッティングその背景中だけで収まるものではほとんどない。事件や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があで限られた国際報道に含まれている紛争報道もまた、懸念すべき傾向が見受けられられた国際報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をに含まれている紛争報道もまた、懸念すべき傾向が見受けられまれている紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をも注目を集めてきた。「指標付け」また、懸念すべき傾向が見受けられが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング見受けるとする「指標付け」けられ
る。アジェンダ・セッティング例えばアメリカ政府による軍事介入をえばアメリカ政府による軍事介入を世界のメディア環境も大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因で約 30 の背景武力紛争が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング常に同時進行で繰り広げられているが、紛争報道では、大きく取り上げられるに同時進む中、奇異なことに、世界に関す行われていない分野である。で繰り広げられているが、紛争報道では、大きく取り上げられるり広げられているが、紛争報道では、大きく取り上げられるげられているが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をでは、大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因きく取り上げられる要因を解明した げられる
の背景は、いくつかの背景特定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングの背景武力紛争に限られた国際報道に含まれている紛争報道もまた、懸念すべき傾向が見受けられられ、その背景他の大半の紛争はほとんど注目されず、全か無かに近い状態であの背景大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因半の紛争はほとんど注目されず、全か無かに近い状態であの背景紛争はほとんど注目を集めてきた。「指標付け」されず、全か無かに近い状態であい状態であであ
る。アジェンダ・セッティング世界のメディア環境も大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因での背景活躍がますます求められる日本の政府機関、企業、が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングますます求められる日本の政府機関、企業、められる日本の背景政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が、企業、NGO の背景活動は世界各地で起きている紛争に大きなは世界のメディア環境も大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因各地で起きている紛争に大きなで起きている紛争に大きなきている紛争に大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因きな
影響を受けるとする「指標付け」を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング受けるとする「指標付け」けることも注目を集めてきた。「指標付け」あり、報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング通じて紛争に関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がする迅速かつ包括的な情報が必要不可欠である。よりグローバルな視かつ包括的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化な情報が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング必要不可欠である。よりグローバルな視である。アジェンダ・セッティングよりグローバルな視されるのか」についての大まかなモデルを抽出した。しかしこの研究は、政策決定者、メディア、世論
点から、よりバランスが取れた包括的な国際報道が求められている。現在偏りが目立つ紛争報道の改善に向けて、マから、よりバランスが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング取れた包括的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化な国際報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング求められる日本の政府機関、企業、められている。アジェンダ・セッティング現在偏りが目立つ紛争報道の改善に向けて、マりが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング目を集めてきた。「指標付け」立っており、発表された つ紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をの背景改善に向けて、マに向が見受けられけて、マ
スコミの場合、国際報道は報道全体の による紛争に対する注目を集めてきた。「指標付け」度を解明する。を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング解明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がする。アジェンダ・セッティング

３．研究の背景方法
具体の 的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化に、以下のままとなっている。その中で限られた国際報道に含まれている紛争報道もまた、懸念すべき傾向が見受けられの背景 3 つを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング研究方法の背景柱とした。とした。アジェンダ・セッティング
（共通）1）　先行われていない分野である。研究の背景分析する必要があ・適用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要が
紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をにあたって、メディアが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング何を基準に報道価値を判断しているのかに関する研究はなを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング基準に報道価値を判断しているのかに関する研究はなに報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を価値を判断しているのかに関する研究はなを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング判断しているのかに関する研究はなしているの背景かに関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がする研究はな
いが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、事件が・国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因に対する報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をについてはある。アジェンダ・セッティングこれらの背景要素がどこまで紛争報道に適用できが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングどこまで紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をに適用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要ができ
るの背景か、実証研究を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング行われていない分野である。う。アジェンダ・セッティング
（共通）２）　事例えばアメリカ政府による軍事介入を分析する必要があ
①　紛争の背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を量を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング分析する必要があする
注目を集めてきた。「指標付け」/無視されるのか」についての大まかなモデルを抽出した。しかしこの研究は、政策決定者、メディア、世論される紛争の背景格差など、紛争報道における量的偏りを解明する。など、紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をにおける量的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化偏りが目立つ紛争報道の改善に向けて、マりを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング解明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がする。アジェンダ・セッティング
②　報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がの背景編集めてきた。「指標付け」者の影響を受けるとする「指標付け」・特派員への聞き取りを調査するへの背景聞き取りを調査するき取りを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング調査するする
報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が係者の影響を受けるとする「指標付け」の背景見解を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング取り入をれ、紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をにおける報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を価値を判断しているのかに関する研究はなの背景判断しているのかに関する研究はなを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング解明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がする。アジェンダ・セッティング
③　紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をにおける取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング者の影響を受けるとする「指標付け」への背景聞き取りを調査するき取り調査するを問う学問分野である。アジェンダ・セッティングする
政府による軍事介入を関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が係者の影響を受けるとする「指標付け」、NGO 等、第 3 者の影響を受けるとする「指標付け」の背景見解を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング取り入をれ、報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を価値を判断しているのかに関する研究はなの背景判断しているのかに関する研究はなを問う学問分野である。アジェンダ・セッティングさらに解明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がする。アジェンダ・セッティング
（共通）３）　比べ、研究が十分に行われていない分野である。較分析する必要があ
個別に分析する必要があ事例えばアメリカ政府による軍事介入を分析する必要があの背景結果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をとして出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をた紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングする要素がどこまで紛争報道に適用できを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング比べ、研究が十分に行われていない分野である。較する。アジェンダ・セッティング報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を価値を判断しているのかに関する研究はなの背景判断しているのかに関する研究はなの背景基準に報道価値を判断しているのかに関する研究はな
となる要素がどこまで紛争報道に適用できの背景共通点から、よりバランスが取れた包括的な国際報道が求められている。現在偏りが目立つ紛争報道の改善に向けて、マ及び先行研究をまとめている。び先行研究をまとめている。相違点から、よりバランスが取れた包括的な国際報道が求められている。現在偏りが目立つ紛争報道の改善に向けて、マを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング抽出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をすることによってグローバルなレベルでの背景アジェン
ダ・ビルディングの背景パターンを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がらかにする。アジェンダ・セッティング



※対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング国の背景選出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をにあたって、メディア内アジェンダ・セッティングの背景影響を受けるとする「指標付け」力(アメリカ政府による軍事介入を、フラン
ス)、世界のメディア環境も大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因の背景紛争地で起きている紛争に大きなからの背景距離(遠く離れたオーストラリア、ニュージーランドと近くにある南アく離れたオーストラリア、ニュージーランドと近くにある南アと近い状態であくにある南アア
フリカ政府による軍事介入を)などを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング考慮した。した。アジェンダ・セッティング

４．研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を
　本研究では、複数の背景メディア機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がにおいて、世界のメディア環境も大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因の背景武力紛争に対するメディア・アジェンダ・ビルディングを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング分析する必要があし、
それらを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング比べ、研究が十分に行われていない分野である。較することによりパターンを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング抽出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をし、紛争に対する国内外の背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がの背景アジェンダが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングどの背景ように形成される
の背景かを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がらかにすると当初の背景から決めた。アジェンダ・セッティング以下のままとなっている。その中で限られた国際報道に含まれている紛争報道もまた、懸念すべき傾向が見受けられの背景３つの背景点から、よりバランスが取れた包括的な国際報道が求められている。現在偏りが目立つ紛争報道の改善に向けて、マにおいて研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング達成することが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングできた。アジェンダ・セッティング
（共通）１）　先行われていない分野である。研究が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングこれまでに創出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をした要素がどこまで紛争報道に適用できを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング新しい事例に適用しい事例えばアメリカ政府による軍事介入をに適用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要が
（共通）２）　事例えばアメリカ政府による軍事介入をを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がいて、紛争が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングメディアに注目を集めてきた。「指標付け」・無視されるのか」についての大まかなモデルを抽出した。しかしこの研究は、政策決定者、メディア、世論される要素がどこまで紛争報道に適用できの背景解明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要が
（共通）３）　比べ、研究が十分に行われていない分野である。較分析する必要があにより、包括的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化・グローバルなレベルでの背景要素がどこまで紛争報道に適用できの背景解明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要が

（共通）１）　先行われていない分野である。研究が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングこれまでに創出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をした要素がどこまで紛争報道に適用できを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング新しい事例に適用しい事例えばアメリカ政府による軍事介入をに適用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要が
本研究では、6 カ政府による軍事介入を国の背景以下のままとなっている。その中で限られた国際報道に含まれている紛争報道もまた、懸念すべき傾向が見受けられの背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング調査する対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングとした。アジェンダ・セッティング調査する対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がについては、個別に分析する必要があの背景状況やケーススタディーや国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があケーススタディー
に合わせ報道機関によってずれがあったものの報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がによってずれが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングあったも注目を集めてきた。「指標付け」の背景の背景 2014〜2017年の研究が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング主な機関となった。日本（読売新聞、朝日新聞、毎な機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がとなった。アジェンダ・セッティング日本（共通）読売新しい事例に適用聞き取りを調査する、朝日新しい事例に適用聞き取りを調査する、毎
日新しい事例に適用聞き取りを調査する：4 年の研究分）、アメリカ政府による軍事介入を（共通）ニューヨーク・タイムズ：3 年の研究分）、フランス（共通）ル・モンドと近くにある南ア：１年の研究分）、オーストラリア（共通）オーストラリ
アン：1 年の研究分）、ニュージーランドと近くにある南ア（共通）データ不足で最終的に調査結果を取れなかった）、南アフリカ（サンデー・タイムズ、で最終的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化に調査する結果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング取れなかった）、南アアフリカ政府による軍事介入を（共通）サンデー・タイムズ、
ニュース２４：1 年の研究分）。アジェンダ・セッティングその背景他の大半の紛争はほとんど注目されず、全か無かに近い状態であにも注目を集めてきた。「指標付け」、個別に分析する必要があの背景ケーススタディーに合わせ報道機関によってずれがあったもののて、より長期の調査を行うこともできた。すべてのの背景調査するを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング行われていない分野である。うことも注目を集めてきた。「指標付け」できた。アジェンダ・セッティングすべての背景
報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング調査する対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング内に含まれている紛争報道もまた、懸念すべき傾向が見受けられまれた期の調査を行うこともできた。すべての間中だけで収まるものではほとんどない。事件や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があ（共通）2015〜2017年の研究）、どの背景メディアにおいても注目を集めてきた。「指標付け」シリア紛争が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング最も注目を集めてきた。「指標付け」報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をされる
結果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をとなったが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、２位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング以降はそれぞれの報道機関によって差異が出た。これらの新しい事例から見られた傾向は、先行はそれぞれの背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がによって差など、紛争報道における量的偏りを解明する。異なる側面を持っており、個別に分析する必要があが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をた。アジェンダ・セッティングこれらの背景新しい事例に適用しい事例えばアメリカ政府による軍事介入をから見られた傾向が見受けられは、先行われていない分野である。
研究を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング部分的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化に裏付け」けるも注目を集めてきた。「指標付け」の背景が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング見られた。アジェンダ・セッティング例えばアメリカ政府による軍事介入をえばアメリカ政府による軍事介入を、国や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があ事件がが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング注目を集めてきた。「指標付け」される要因も探る必要がを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング分析する必要があした Galtung and 
Ruge（共通）1965）で挙げられている。しかし、武力紛争は複雑な社会現象であり、そのほとんどはひとつのげられたエリート国（共通）elite nations）、継続性（共通）continuity）、意義・関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が連性（共通）meaningfulness）は
合致していると言えた。また、していると言えた。また、えた。アジェンダ・セッティングまた、Hawkins（共通）2008）の背景研究で提にあるが、これだ案された大まかなモデルも国益・政治的関心（された大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因まかなモデルも注目を集めてきた。「指標付け」国益・政治も世界のメディア環境も大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が心としたアジェンダ・セッティング研究にとどまっている。メディアにおけるアジェンダ構築を中心（共通）national/
political interest）、距離・アクセス（共通）distance/access）、同情が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングできるかどうか（共通）ability to sympathise）なども注目を集めてきた。「指標付け」合
致していると言えた。また、していた。アジェンダ・セッティング特にシリアへの背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をに関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がしては、どの背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング拠点から、よりバランスが取れた包括的な国際報道が求められている。現在偏りが目立つ紛争報道の改善に向けて、マとしている国においても注目を集めてきた。「指標付け」、直接軍事を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングしていなくて
も注目を集めてきた。「指標付け」、IS の背景台頭などもあり自国にとって安全保障上のつながりと、エリート国の関わりが圧倒的な報道量につながったこなども注目を集めてきた。「指標付け」あり自国にとって安全保障上げられる要因を解明した の背景つなが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングりと、エリート国の背景関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がわりが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング圧倒的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化な報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を量につなが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングったこ
とが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がらかである。アジェンダ・セッティングしかし、世界のメディア環境も大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因各国を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングに（共通）武力紛争の背景有無を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング問わず）、ある国が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をされるかどうかの背景要因も探る必要がを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング解明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要が
してきた Wu（共通）2000）などの背景研究は武力紛争が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング存在する国に適用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がすると相関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が係を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング認められる要因はほとんどなかっめられる要因も探る必要がはほとんどなかっ
たことも注目を集めてきた。「指標付け」わかった。アジェンダ・セッティング例えばアメリカ政府による軍事介入をえばアメリカ政府による軍事介入を、国益上げられる要因を解明した （共通）安全保障等）の背景つなが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングりは重要な要因も探る必要がとして認められる要因はほとんどなかっめられたが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、Wu を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング含まれている紛争報道もまた、懸念すべき傾向が見受けられむ中、奇異なことに、世界に関す多くの先行くの背景先行われていない分野である。
研究で重要な要因も探る必要がとされた貿易量は今回の研究では相関関係は見られなかった。変数によってはサンプルサイズがの背景研究では相関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が係は見られなかった。アジェンダ・セッティング変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因数によってはサンプルサイズが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング
少なく計ることができないものもあったが、武力紛争が存在する国が報道される要因は、国家全般が報道される要因なく計ることができないものもあったが、武力紛争が存在する国が報道される要因は、国家全般が報道される要因ることが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングできないも注目を集めてきた。「指標付け」の背景も注目を集めてきた。「指標付け」あったが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、武力紛争が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング存在する国が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をされる要因も探る必要がは、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因全般に関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をされる要因も探る必要が
とは異なる側面を持っており、個別に分析する必要があなる部分が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因きいことが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がらかとなった。アジェンダ・セッティング

（共通）２）　事例えばアメリカ政府による軍事介入をを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がいて、紛争が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングメディアに注目を集めてきた。「指標付け」・無視されるのか」についての大まかなモデルを抽出した。しかしこの研究は、政策決定者、メディア、世論される要素がどこまで紛争報道に適用できの背景解明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要が
各国の背景個別に分析する必要があの背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がにおける紛争の背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を量の背景分析する必要があ及び先行研究をまとめている。び先行研究をまとめている。報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がの背景関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が係者の影響を受けるとする「指標付け」・取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング者の影響を受けるとする「指標付け」への背景聞き取りを調査するき取り調査するから以
下のままとなっている。その中で限られた国際報道に含まれている紛争報道もまた、懸念すべき傾向が見受けられの背景ような成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング得ることができた。ることが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングできた。アジェンダ・セッティング
　すべての背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がによる紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をの背景共通点から、よりバランスが取れた包括的な国際報道が求められている。現在偏りが目立つ紛争報道の改善に向けて、マとしては、多くの先行くの背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を量が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング数少なく計ることができないものもあったが、武力紛争が存在する国が報道される要因は、国家全般が報道される要因ない武力紛争に偏りが目立つ紛争報道の改善に向けて、マり、最も注目を集めてきた。「指標付け」報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を量が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング偏りが目立つ紛争報道の改善に向けて、マ
っていた紛争は同じも注目を集めてきた。「指標付け」の背景（共通）シリア）となっていた。アジェンダ・セッティング
　日本の背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がは調査する対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングの背景他の大半の紛争はほとんど注目されず、全か無かに近い状態であ国報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がに比べ、研究が十分に行われていない分野である。べ、全体の 的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化な紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を量が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング少なく計ることができないものもあったが、武力紛争が存在する国が報道される要因は、国家全般が報道される要因なかったせ報道機関によってずれがあったもののいか、一度を解明する。も注目を集めてきた。「指標付け」報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をされ
なかった紛争が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング多くの先行かった。アジェンダ・セッティングひとつの背景紛争が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング全紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をの背景 4割以上げられる要因を解明した を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング占める年もあった。また、武力紛争まではいかなめる年の研究も注目を集めてきた。「指標付け」あった。アジェンダ・セッティングまた、武力紛争まではいかな
いが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、ヨーロッパで発生した個別のテロ事件の場合、アフリカで継続していた武力紛争への報道量を合わせても、そのした個別に分析する必要があの背景テロ事件がの背景場合、アフリカ政府による軍事介入をで継続していた武力紛争への背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を量を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング合わせ報道機関によってずれがあったもののても注目を集めてきた。「指標付け」、その背景
テロ事件がへの背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を量が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング多くの先行かった場合も注目を集めてきた。「指標付け」あった。アジェンダ・セッティング2015 年の研究以降はそれぞれの報道機関によって差異が出た。これらの新しい事例から見られた傾向は、先行はシリアが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング最も注目を集めてきた。「指標付け」報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をされた紛争となったが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、2014 年の研究には
圧倒的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化に 1 位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングとなったの背景はウクライナ紛争であった。紛争の発生場所が重要な要素だというのは明らかであり、ヨーロ紛争であった。アジェンダ・セッティング紛争の背景発生した個別のテロ事件の場合、アフリカで継続していた武力紛争への報道量を合わせても、その場所が重要な要素だというのは明らかであり、ヨーロが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング重要な要素がどこまで紛争報道に適用できだというの背景は明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がらかであり、ヨーロ
ッパで発生した個別のテロ事件の場合、アフリカで継続していた武力紛争への報道量を合わせても、そのしている場合はとも注目を集めてきた。「指標付け」かく、アメリカ政府による軍事介入を、ロシアの背景ような「指標付け」エリート国」が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がわっている紛争も注目を集めてきた。「指標付け」重要視されるのか」についての大まかなモデルを抽出した。しかしこの研究は、政策決定者、メディア、世論されている。アジェンダ・セッティングア
フリカ政府による軍事介入をの背景紛争はほとんど報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をされないが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、対アフリカ政府による軍事介入をの背景紛争において日本の背景自衛隊が平和維持活動（が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング平和維持っており、個別に分析する必要があ活動は世界各地で起きている紛争に大きな（共通）PKO）に参加しし
ていた南アスーダンが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング圧倒的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化な報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を量を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング集めてきた。「指標付け」め、この背景自国の背景部隊が平和維持活動（による PKO参加しが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をの背景有無の背景決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化な要因も探る必要がだと言えた。また、
える。アジェンダ・セッティング報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を量と紛争の背景規模（共通）死者の影響を受けるとする「指標付け」数）との背景相関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が係はなかった。アジェンダ・セッティング
　アメリカ政府による軍事介入をの背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が（共通）ニューヨーク・タイムズ）は日本の背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がに比べ、研究が十分に行われていない分野である。べて、報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングひとつの背景紛争に集めてきた。「指標付け」中だけで収まるものではほとんどない。事件や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があすることも注目を集めてきた。「指標付け」な
ければアメリカ政府による軍事介入を、一度を解明する。も注目を集めてきた。「指標付け」報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をされなかった紛争も注目を集めてきた。「指標付け」なかった。アジェンダ・セッティング紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をの背景地で起きている紛争に大きな域的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化分配はまだばらつきがありバランスがまだとれてはまだばアメリカ政府による軍事介入をらつきが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングありバランスが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングまだとれて
いた方であった。アジェンダ・セッティングとはいえ、報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング特に集めてきた。「指標付け」中だけで収まるものではほとんどない。事件や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があしていたの背景はアメリカ政府による軍事介入をが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング軍事介入をしていたシリア、アフガニスタン、イラクに
集めてきた。「指標付け」中だけで収まるものではほとんどない。事件や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があしており、自国の背景関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がわりが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング圧倒的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化に重要な報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を要因も探る必要がだというの背景が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がらかである。アジェンダ・セッティングその背景他の大半の紛争はほとんど注目されず、全か無かに近い状態であの背景要因も探る必要がとしては、アフリカ政府による軍事介入を
限られた国際報道に含まれている紛争報道もまた、懸念すべき傾向が見受けられ定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングではあるが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、紛争の背景規模（共通）死者の影響を受けるとする「指標付け」数）と報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を量との背景相関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が係が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングあった。アジェンダ・セッティング今回の研究では相関関係は見られなかった。変数によってはサンプルサイズがの背景研究において唯一の背景事例えばアメリカ政府による軍事介入をとなった。アジェンダ・セッティング
　フランスの背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が（共通）ル・モンドと近くにある南ア）は最も注目を集めてきた。「指標付け」注目を集めてきた。「指標付け」したシリア紛争に報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因きく偏りが目立つ紛争報道の改善に向けて、マり、2016 年の研究には全紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をの背景半の紛争はほとんど注目されず、全か無かに近い状態であ分を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング
超えていた。その背景にはパリで発生したえていた。アジェンダ・セッティングその背景背景にはパリで発生した個別のテロ事件の場合、アフリカで継続していた武力紛争への報道量を合わせても、そのした IS によるテロ事件がや国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があシリア紛争が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング原因も探る必要がで多くの先行くの背景難民が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングフランスに流れ込んれ込んん
でいたことも注目を集めてきた。「指標付け」挙げられている。しかし、武力紛争は複雑な社会現象であり、そのほとんどはひとつのげられる。アジェンダ・セッティングつも注目を集めてきた。「指標付け」り、安全保障上げられる要因を解明した 、シリアはフランスとは強い直接的な関係があった。同様の理由でイラクい直接的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化な関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が係が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングあった。アジェンダ・セッティング同様の背景理由として挙げられている。しかし、武力紛争は複雑な社会現象であり、そのほとんどはひとつのでイラク
紛争も注目を集めてきた。「指標付け」 2番めに多く注目されていた。対アフリカ報道においては、フランス語圏での紛争が紛争の規模の割には非フめに多くの先行く注目を集めてきた。「指標付け」されていた。アジェンダ・セッティング対アフリカ政府による軍事介入を報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をにおいては、フランス語圏での紛争が紛争の規模の割には非フでの背景紛争が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング紛争の背景規模の背景割には非フフ
ランス語圏での紛争が紛争の規模の割には非フでの背景紛争より報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を量は多くの先行かった。アジェンダ・セッティングしかし、フランスの背景歴史的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化な関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が係が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング深いアフリカの個別の紛争報道よりいアフリカ政府による軍事介入をの背景個別に分析する必要があの背景紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をより



も注目を集めてきた。「指標付け」、より遠く離れたオーストラリア、ニュージーランドと近くにある南アく離れたコロンビア（共通）歴史的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化な和平プロセスの背景最中だけで収まるものではほとんどない。事件や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があということが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングその背景要因も探る必要が）や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があ、パキスタン、ミの場合、国際報道は報道全体の ャンマーへの背景報
道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をの背景方が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング多くの先行かった。アジェンダ・セッティング
　オーストラリアの背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が（共通）オーストラリアン）は紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング比べ、研究が十分に行われていない分野である。較的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化に少なく計ることができないものもあったが、武力紛争が存在する国が報道される要因は、国家全般が報道される要因なく、他の大半の紛争はほとんど注目されず、全か無かに近い状態であの背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がと同様、シリアや国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があイラク
等の背景中だけで収まるものではほとんどない。事件や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があ東地で起きている紛争に大きな域に集めてきた。「指標付け」中だけで収まるものではほとんどない。事件や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があしていた。アジェンダ・セッティングまた日本と同様に、アフリカ政府による軍事介入を関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が連の背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング非フ常に同時進行で繰り広げられているが、紛争報道では、大きく取り上げられるに少なく計ることができないものもあったが、武力紛争が存在する国が報道される要因は、国家全般が報道される要因なく、オーストラリアの背景国軍が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がわ
っている場合（共通）ソマリア、リビア）や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があ、オーストラリアの背景人が事件に巻き込まれたとき（南スーダン）に報道される傾向が強が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング事件がに巻き込まれたとき（南スーダン）に報道される傾向が強き込んまれたとき（共通）南アスーダン）に報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をされる傾向が見受けられが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング強い直接的な関係があった。同様の理由でイラク
かった。アジェンダ・セッティング
　南アアフリカ政府による軍事介入をの背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が（共通）サンデー・タイムズ）による紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をは興味深いアフリカの個別の紛争報道よりいことに欧米の報道機関と類似の傾向を見の背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がと類似の傾向を見の背景傾向が見受けられを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング見
せ報道機関によってずれがあったもののていた。アジェンダ・セッティング調査する機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が中だけで収まるものではほとんどない。事件や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があに報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を量が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング圧倒的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化に多くの先行かったの背景はシリアであり、続いてイラクとアフガニスタンとなっていた。アジェンダ・セッティング他の大半の紛争はほとんど注目されず、全か無かに近い状態であ
に地で起きている紛争に大きな域の背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がに比べ、研究が十分に行われていない分野である。べ、南アアフリカ政府による軍事介入をに近い状態であいアフリカ政府による軍事介入をの背景主な機関となった。日本（読売新聞、朝日新聞、毎要な紛争（共通）ソマリア、コンゴ民主共和国、リビア、ナイジェリア民主な機関となった。日本（読売新聞、朝日新聞、毎共和国、リビア、ナ紛争であった。紛争の発生場所が重要な要素だというのは明らかであり、ヨーロイジェリア
等）に関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がする報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング比べ、研究が十分に行われていない分野である。較的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化に多くの先行かったが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、必ずしも注目を集めてきた。「指標付け」南アアフリカ政府による軍事介入をの背景「指標付け」国益・政治も世界のメディア環境も大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化利益」に見合っていたとも注目を集めてきた。「指標付け」言えた。また、えないの背景か
も注目を集めてきた。「指標付け」しれない。アジェンダ・セッティング
　また、全体の の背景紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をとは別に分析する必要があに、アメリカ政府による軍事介入をと日本の背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングに、アフリカ政府による軍事介入をの背景中だけで収まるものではほとんどない。事件や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があで過去に欧米・日本の報道機関に欧米の報道機関と類似の傾向を見・日本の背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が
によって注目を集めてきた。「指標付け」を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング集めてきた。「指標付け」めていたジンバブエ問題と、サウジアラビアによるイエメンへの背景介入をを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング個別に分析する必要があの背景ケーススタディーとして
行われていない分野である。い、報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をの背景内容の説明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がから分析する必要があすることによって、さらに報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をの背景要素がどこまで紛争報道に適用できを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング探る必要がった。アジェンダ・セッティングアフリカ政府による軍事介入をの背景中だけで収まるものではほとんどない。事件や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があで珍しく報道の注目を集めるジしく報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をの背景注目を集めてきた。「指標付け」を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング集めてきた。「指標付け」めるジ
ンバブエだが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、何を基準に報道価値を判断しているのかに関する研究はなが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングきっかけでどの背景ように報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がの背景アジェンダに現れたの背景かを問う学問分野である。アジェンダ・セッティングトレースすることが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングアジェンダ・ビルデ
ィングの背景事例えばアメリカ政府による軍事介入をとして有意義だと判断しているのかに関する研究はなした。アジェンダ・セッティング１９９０年の研究代に遡ることとなったが、その結果、同国における政府による白人農ることとなったが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、その背景結果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を、同国における政府による軍事介入をによる白人が事件に巻き込まれたとき（南スーダン）に報道される傾向が強農
家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因の背景迫害が欧米メディアのアジェンダに登場させる主要なきっかけとなった。つまり、人種的なつながりが重要な要素が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング欧米の報道機関と類似の傾向を見メディアの背景アジェンダに登場させ報道機関によってずれがあったもののる主な機関となった。日本（読売新聞、朝日新聞、毎要なきっかけとなった。アジェンダ・セッティングつまり、人が事件に巻き込まれたとき（南スーダン）に報道される傾向が強種的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化なつなが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングりが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング重要な要素がどこまで紛争報道に適用でき
だと言えた。また、える。アジェンダ・セッティング現在も注目を集めてきた。「指標付け」、土地で起きている紛争に大きな問題を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングめぐり人が事件に巻き込まれたとき（南スーダン）に報道される傾向が強種間で緊張感が高まっている南アフリカと欧米のメディアにおいても同様のが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング高まっている南アフリカと欧米のメディアにおいても同様のまっている南アアフリカ政府による軍事介入をと欧米の報道機関と類似の傾向を見の背景メディアにおいても注目を集めてきた。「指標付け」同様の背景
傾向が見受けられが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングみられてる。アジェンダ・セッティングまた、サウジアラビアが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング主な機関となった。日本（読売新聞、朝日新聞、毎要な当事者の影響を受けるとする「指標付け」となっているイエメン紛争については、日本とサウジアラビア
の背景戦略・経済上げられる要因を解明した の背景強い直接的な関係があった。同様の理由でイラクいつなが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングりから考えると、日本の背景メディアによる報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をの背景分析する必要があも注目を集めてきた。「指標付け」本研究において有意義な事例えばアメリカ政府による軍事介入をだと
判断しているのかに関する研究はなした。アジェンダ・セッティングこれにおいても注目を集めてきた。「指標付け」興味深いアフリカの個別の紛争報道よりい結果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング得ることができた。られた。アジェンダ・セッティング日本の背景対サウジアラビア・対イエメン報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング非フ常に同時進行で繰り広げられているが、紛争報道では、大きく取り上げられるに少なく計ることができないものもあったが、武力紛争が存在する国が報道される要因は、国家全般が報道される要因ないことか
ら、この背景場合において国益上げられる要因を解明した の背景つなが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングりが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング必ずしも注目を集めてきた。「指標付け」報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をの背景主な機関となった。日本（読売新聞、朝日新聞、毎要な要素がどこまで紛争報道に適用できになっていない。アジェンダ・セッティングまた、この背景紛争において、日本
が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング影響を受けるとする「指標付け」を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング受けるとする「指標付け」けているにも注目を集めてきた。「指標付け」拘わらず、サウジアラビアと日本のつながりをほとんど取り上げていない。ここで考えられるのわらず、サウジアラビアと日本の背景つなが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングりを問う学問分野である。アジェンダ・セッティングほとんど取り上げられる要因を解明した げていない。アジェンダ・セッティングここで考えられるの背景
は、サウジアラビアはイエメン紛争において、一般に関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が市民に大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因きな被害が欧米メディアのアジェンダに登場させる主要なきっかけとなった。つまり、人種的なつながりが重要な要素を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングも注目を集めてきた。「指標付け」たらす「指標付け」加し害が欧米メディアのアジェンダに登場させる主要なきっかけとなった。つまり、人種的なつながりが重要な要素者の影響を受けるとする「指標付け」」と位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング置づけできるが、報道でづけできるが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をで
はサウジアラビアと日本の背景政府による軍事介入を・企業との背景間に距離を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングおくことによって、国際社会において日本が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング「指標付け」良い」アクターとしい」アクターとし
て存在を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング保つことが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングできると考えられる。アジェンダ・セッティング

（共通）３）　比べ、研究が十分に行われていない分野である。較分析する必要があにより、包括的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化・グローバルなレベルでの背景要素がどこまで紛争報道に適用できの背景解明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要が
　それぞれの背景事例えばアメリカ政府による軍事介入をを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング比べ、研究が十分に行われていない分野である。較分析する必要があを問う学問分野である。アジェンダ・セッティングしたところ、要素がどこまで紛争報道に適用できが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング多くの先行様で、適応される場合も状況によって変わることも多く、グローされる場合も注目を集めてきた。「指標付け」状況やケーススタディーによって変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因わることも注目を集めてきた。「指標付け」多くの先行く、グロー
バルなレベルでの背景包括的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化な共通する紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をの背景要素がどこまで紛争報道に適用できを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング捻出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をすることが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング困難であった。アジェンダ・セッティングひとつ言えた。また、えるの背景は、各国の背景紛争
報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をにおいて共通する主な機関となった。日本（読売新聞、朝日新聞、毎要な要素がどこまで紛争報道に適用できは国益・政治も世界のメディア環境も大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化利害が欧米メディアのアジェンダに登場させる主要なきっかけとなった。つまり、人種的なつながりが重要な要素関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が係である。アジェンダ・セッティング日本、アメリカ政府による軍事介入を、フランス、オーストラリアの背景事例えばアメリカ政府による軍事介入をが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング
示すように、自国の軍事的な関与や自国の国民が巻き込まれることが予想通り、報道される決め手となる。しかし、そすように、自国の背景軍事的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化な関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が与えるとする「や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があ自国の背景国民が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング巻き込まれたとき（南スーダン）に報道される傾向が強き込んまれることが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング予想通り、報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をされる決め手となる。しかし、そとなる。アジェンダ・セッティングしかし、そ
の背景要素がどこまで紛争報道に適用できが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングない場合、報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をされるかどうかの背景要素がどこまで紛争報道に適用できが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング多くの先行様化してしまう。アジェンダ・セッティング例えばアメリカ政府による軍事介入をえばアメリカ政府による軍事介入を、フランスの背景紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をにおいて、言えた。また、語（共通）フラ
ンス語圏での紛争が紛争の規模の割には非フの背景国かどうか）はひとつの背景要素がどこまで紛争報道に適用できとして見られるが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、アメリカ政府による軍事介入をや国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があオーストラリアの背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をにとって（共通）英語圏での紛争が紛争の規模の割には非フかどうか）
その背景相関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が係はなかった。アジェンダ・セッティングまた、サウジアラビア・イエメンの背景ケースが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング示すように、自国の軍事的な関与や自国の国民が巻き込まれることが予想通り、報道される決め手となる。しかし、そすように、自国にとって不都合とも注目を集めてきた。「指標付け」捉えられる国えられる国
益上げられる要因を解明した の背景つなが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングりが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングあったからこそ、報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング敬遠く離れたオーストラリア、ニュージーランドと近くにある南アしたとも注目を集めてきた。「指標付け」言えた。また、える。アジェンダ・セッティング
　ところが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をの背景要因も探る必要がになっていないも注目を集めてきた。「指標付け」の背景に関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がしては共通点から、よりバランスが取れた包括的な国際報道が求められている。現在偏りが目立つ紛争報道の改善に向けて、マはいくつあった。アジェンダ・セッティング例えばアメリカ政府による軍事介入をえばアメリカ政府による軍事介入を、部分的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化に例えばアメリカ政府による軍事介入を外が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングあったも注目を集めてきた。「指標付け」
の背景の背景、紛争の背景規模（共通）死者の影響を受けるとする「指標付け」数や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があ難民・国内避難民数など）と報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をとはほぼ無関係である。また、国（紛争ではなく）が報道無関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が係である。アジェンダ・セッティングまた、国（共通）紛争ではなく）が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を
されるかどうかたび先行研究をまとめている。たび先行研究をまとめている。浮上げられる要因を解明した する経済（共通）GDP）・人が事件に巻き込まれたとき（南スーダン）に報道される傾向が強口の規模は紛争の場合、報道とは相関関係がなかった。の背景規模は紛争の背景場合、報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をとは相関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が係が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングなかった。アジェンダ・セッティング
　また、紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をの背景アジェンダにおいて、国境も大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング超えていた。その背景にはパリで発生したえた他の大半の紛争はほとんど注目されず、全か無かに近い状態であの背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がとの背景間の背景影響を受けるとする「指標付け」（共通）intermedia agenda-setting：メ
ディア間議題設定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング）は解明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要ができた。アジェンダ・セッティング例えばアメリカ政府による軍事介入をえばアメリカ政府による軍事介入を、日本の背景メディアが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングどの背景紛争を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング重要視されるのか」についての大まかなモデルを抽出した。しかしこの研究は、政策決定者、メディア、世論するかを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングする際、ニューヨーク・タ
イムズなど、アメリカ政府による軍事介入をの背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングどの背景紛争に着目を集めてきた。「指標付け」しているかを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング意識していることがわかった。それは紛争のみならず、一般していることが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングわかった。アジェンダ・セッティングそれは紛争の背景みならず、一般に関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が
の背景国際報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をにおいても注目を集めてきた。「指標付け」同様であり、報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を量の背景データからも注目を集めてきた。「指標付け」、報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が係者の影響を受けるとする「指標付け」との背景聞き取りを調査するき取り調査するからも注目を集めてきた。「指標付け」確認められる要因はほとんどなかっできた。アジェンダ・セッティング南アアフリ
カ政府による軍事介入をの背景メディアが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングアフリカ政府による軍事介入をの背景紛争より中だけで収まるものではほとんどない。事件や国家とはまた異なる側面を持っており、個別に分析する必要があ東などの背景紛争の背景ほうを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング優先していたことも注目を集めてきた。「指標付け」興味深いアフリカの個別の紛争報道よりい発見であったが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、これも注目を集めてきた。「指標付け」メディ
ア間議題設定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングの背景存在も注目を集めてきた。「指標付け」大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因きいと思われる。つまり、世界各国をカバーする独自の取材網を確立する資源が十分にないわれる。アジェンダ・セッティングつまり、世界のメディア環境も大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因各国を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングカ政府による軍事介入をバーする独自の背景取材網を確立する資源が十分にないを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング確立っており、発表された する資源が十分にないが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング十分にない
南アアフリカ政府による軍事介入をの背景メディアは欧米の報道機関と類似の傾向を見の背景既存の背景リーチのより長い通信社・報道機関とその優先順位に頼る形となる。日本、オーの背景より長い通信社・報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がとその背景優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングに頼る形となる。日本、オーる形となる。アジェンダ・セッティング日本、オー
ストラリアの背景報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がも注目を集めてきた。「指標付け」同様の背景問題を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング抱えている部分もある。えている部分も注目を集めてきた。「指標付け」ある。アジェンダ・セッティング
　上げられる要因を解明した 記のようなメディア間議題設定と関連する別の要素も明らかとなった。紛争報道において報道機関の取材能力もの背景ようなメディア間議題設定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングと関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件が連する別に分析する必要があの背景要素がどこまで紛争報道に適用できも注目を集めてきた。「指標付け」明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がらかとなった。アジェンダ・セッティング紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をにおいて報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を機関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がの背景取材能力も注目を集めてきた。「指標付け」
重要だが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、現場への背景アクセスも注目を集めてきた。「指標付け」重要な要素がどこまで紛争報道に適用できとなっている場合が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング少なく計ることができないものもあったが、武力紛争が存在する国が報道される要因は、国家全般が報道される要因なくない。アジェンダ・セッティング紛争現場の背景危険性の背景みならず、入を国許可
を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング得ることができた。られるかどうか、長期の調査を行うこともできた。すべての滞在に適した環境も大きく変わっている。また、国家に着目し、外国の国々がメディアに注目される要因かどうかなど、取材行われていない分野である。動は世界各地で起きている紛争に大きなにおける物理的なものであり、貿易量、民族・歴史・文化な問題も注目を集めてきた。「指標付け」多くの先行数存在する。アジェンダ・セッティング先行われていない分野である。研
究では挙げられている。しかし、武力紛争は複雑な社会現象であり、そのほとんどはひとつのげられることはあるが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング、紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を・国際報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入を全般に関するアジェンダ・ビルディングの研究はいくつか発表されている。例えば特定の出来事・事件がにおいても注目を集めてきた。「指標付け」、どこまで報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をに影響を受けるとする「指標付け」を問う学問分野である。アジェンダ・セッティング与えるとする「える要素がどこまで紛争報道に適用できとなっている
かの背景詳細な調査・分析がまだ行われていない。さらなる紛争報道の要素を解明するため、将来、研究に取り組む必要な調査する・分析する必要があが取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングまだ行われていない分野である。われていない。アジェンダ・セッティングさらなる紛争報道はアジェンダ・セッティングの研究では研究成果がすでに出ている。例えばアメリカ政府による軍事介入をの背景要素がどこまで紛争報道に適用できを問う学問分野である。アジェンダ・セッティング解明がつかず、アジェンダ・ビルディングを用い、その背景にあるさまざま要因も探る必要がするため、将来、研究に取り組む必要む中、奇異なことに、世界に関す必要
が取材対象になり、そしてその優先順位が決定されるか、を問う学問分野である。アジェンダ・セッティングあると思われる。つまり、世界各国をカバーする独自の取材網を確立する資源が十分にないわれる。アジェンダ・セッティング
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